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な
る
こ

と
、

あ
の

世、

即
身
仏
に

な
る

動
機
と
い

っ

た

テ

ー

マ

を

考
察
す

る
。

先

行
研

究
は

『

弘
智

法
印
御
伝

記
』

の

存
在
に

つ

い

て

言
及

す
る

が
、

内
容
に
つ

い

て

の

考
察
は

未
だ

行
わ
れ
て
い

な
い

。

本
研
究
は
、

日

本
の

仏
教
に
お
け
る

聖
な
る
人
の

遺
体
が

腐
敗
し
な
い

こ

と
に

関
わ
る

信

仰
と

大
衆
的
聖
人
崇
拝
と

即
身
仏
に

な
る
た

め
の

非
常
に

少
数
派
の

修
行

の

理
解
の
一

助
と

な
る

で

あ
ろ

う
。

　

本
報

告
の

結
論
と
し

て
、

『

弘
智
法
印
御
伝
記
』

に

見
る

弘
智
法

印
の

伝
説
と

崇
拝
を
江

戸
日

本
の

幅
広
い

宗

教
世
界
に

位
置

付
け
た

い
。

『

弘

智
法
印
御
伝
記
』

の

思
想
的
曖
昧
さ
を
強
調
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

即
身

仏
を
容
易
に
即
身
成
仏
思
想
と

弘
法
大
師

崇
拝
か

ら

生

じ
た

現

象
と

し
て

捉
え
る

こ

と

を

避
け
る

こ

と

が
で

き
る

。

本
資
料
の

考
察
に

よ
っ

て
、

そ

の

即
身
成
仏
思
想
と

弘
法
大
師
崇
拝
を
思
想
的
に

よ

り
幅
広
い

聖
人

伝
文

学
と

い

う
文
脈
の

中
で

捉
え
る

こ

と

が
で

き
る

で

あ
ろ

う
。

白
山

『

泰
澄
和
尚
伝
』

、

『

白
山
記
』

が
か

た

る

も
の

小

　
林

　
一

　

蓁

　
「

泰
澄
和

尚
伝
』

、

「

白
山

記
』

が
も
の

が

た

る

も
の

と
し

て
、

一

つ

は

白
山
修
験
道
の

成
立

が
あ
る

。

白
山
修
験
道
は
泰
澄
登
嶺
か

ら

出
発
す
る

が

（

そ
れ
以
前
は

越
の

御
山
信
仰）

、

そ
の

成
立
は

天
長
九
年
（
八
三

二
）

と

考
え
ら
れ、

そ
の

象
徴
と

し
て

越
の

御
山
が
白
山
と

命
名
さ

れ

た

と

推

考
し
て

い

る
。

こ

の

天
長
九
年
と
い

う
年
号
は
白
山
修
験
道
に

と

っ

て

魅

力
の

あ
る
年
号
だ

っ

た
。

自
山
は
如
法
経
修
行
の

道
場
と

も
な
る

が
、

地

方
霊
場
で

あ
っ

て

又
将
門
の

乱
以
降）

天
台
宗
之
繁
栄
」

（

『
古
事
談』
）

の

結
果、

比
叡
山
に

組
み

込
ま
れ

る

こ

と
に

な
る

。

即
ち

十
五

代
天
台
座

主

延
昌
（
治
山
九
四

六
−

九
六

四
）

の

頃
に

は

天
台
末
に

な
っ

て
お

り、

延

昌
治
山

中
の

天
徳
元
年
（
九
五

七
、

「

元
亨
釈
書
」

泰
澄
伝
は

同
二

年）

に

『

泰
澄
和
尚
伝
』

が

浄

蔵
貴
所
の

口

筆
と

し
て

成
立
し

た

と

す
る

設
定

も
了
解
さ

れ
よ

う
。

　
二

つ

に
、

一

般
的
に

女
人

禁
制
を

根
拠
に

霊
山
と
し

て

の

威
権
を

保
持

し
よ

う
と

し
て

い

た
と
い

え
る

が
、

「

石

同
代
ト
云、

社
マ

デ

女
人
ハ

参

詣
ス

ト
云

々
、

加
賀
ハ

中
宮
マ

デ

参
詣
」

と

あ
る

よ

う
に
、

女
人
参
詣
を

歓
迎
し
て

い

る
。

こ

れ

を

女
人
禅
定
と

称
し
た

い
。

越
前
馬
場
と

美
濃
馬

場
共
通
の

中
宮
だ
っ

た

石
徹
白
中
居
杜
に

は

千
引
石
（

現、

磐
境∀

が
あ

り、

虚
空

蔵
菩
薩
を

祀
る

本
殿
と
で
、

白
山
禅
定
同
様
の

女
人
禅
定
（

生

ま
れ
清
ま

り）

が
実
施
さ

れ
て

い

た

と

推
定
で

き
よ

う
。

虚
空

蔵
菩
薩
は

泰
澄
の

本
尊
で

あ
る

と

同
時
に

、

女

人
禅

定
の

た
め

の

本
尊
で

も

あ
っ

た
。

つ

ま
り
生

ま
れ

清
ま

り
に

先
立
つ

変

成
男

子
法
の

本
尊
で

も

あ
っ

た
。

虚
空

蔵
菩
薩
を

安
置
し

て

い

た

本
殿
に
覆
い

が

あ
る

の

は
、

女
人
禅

定
の

た

め

の

施
設
を

表
象
し

て

い

る

に

ち
が
い

な
い

。

　
三

つ

に
、

雪
の

民
俗
信
仰
が

考
え
ら

れ
る

。

雪
は

キ

ヨ

メ

と

も
訓
む
よ

う
に、

雪
の

も
つ

偶
有
性
が

呪
術
に

用
い

ら
れ
た
一

例
で

あ
る

。

紀
貰
之

の

「

年
の

う
ち
に
積
も
れ

る

罪
は

か
き
く
ら
し
降
る

白
雪
と

共
に
消
え
な

ん
」

で

わ

か
る

よ

う
に
、

雪
の

民
俗
信
仰
と

は
雪
に

よ

る

滅
罪、

清
め
る

機
能
を
い

う
。

白
山
の

命
名
も
こ

こ

か

ら
で

あ
る
が
、

雪
山
で

も
よ

さ
そ

う
な
の

に

白
山
と

命
名
さ

れ

た

こ

と

に

は
わ
け
が
あ
っ

た
。

泰
澄
生
誕
時

の

降
雪
は

泰
澄
の

非
凡
さ

を

賞
賛
し
て

の

こ

と
で

は

な
く、

白
山
神
が
影

向
し、

血

不
浄
な
ど

か
ら

の

雪
に

よ

る

清
め
に

ち
が
い

な
い

。
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の

寛
弘
五
年
（
一

〇
〇
八）

九

月
の

御
産
時
に
は

「

い

た
ぐ

き
に
は

う
ち

ま
き
を
雪
の

よ

う
に

ふ

り
か
・

り
」

（
『

紫
式
部
日
記
』

）

、

自
川
院
中
宮
の

承
保
元
年
（
一

〇
七
四）

十
二

月
の

御
産
時、

産
屋
を

「

雪
の

山
に

入
り

た

ら
ん

心
地
」

（
『

栄
花
物
語
』

）

と

あ
る

こ

と

は
留

意
さ
れ
る

。

泰
澄
生

誕
時
の

降
雪
も
雪
の

山
の

表
出
で

あ
っ

た
。

お
産
は

年
中
あ
る

こ

と

で

あ

り、

従
っ

て

白
山
の

雪
は

消
え
残
る

こ

と

が

肝
要
で

千
歳
雪
で

な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ

た
。

白
山
社
が

西
国
に

比
し
て

東
国
に

多
く
分

布
す
る

事
実

は

降
雪
と
関
係
あ
ろ

う
。

　
四

つ

に
、

空

海
入

定
信

仰
は

五

来

重
氏

が

『

金

剛
峰

寺
建
立

修

行
縁

起』

成
立
年
の

康

保
五

年
（
九
六
八）

を
ま
た
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

と
し
、

泰
澄
入
定
は
法
華

経
か
ら

解
釈
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

。

法

華
経
の

説
く

常
在
霊
鷲
山
を

「

わ
し
の

山
ま
た
有
明
の

月
も
み
す
世
を
う
き
雲
に

そ
ら

が
く
れ
し
て
」

（
『

久
安
六

年
御
百

首』
）

の

よ

う
に、

涅
槃
が
虚
隠
れ
に

生

成
さ
れ
は
じ
め

る
と、

泰
澄
の

入
定
留
身
が

説
か
れ
る

こ

と

に

も
な
り

、

白
山
禅

定
と
女
入

禅
定
が

成
立

す
る
の

で

あ
る

。

こ

の

禅
定
の

原
初
形
態

は

御
山
信
仰
時
代
の

成

年
式
と
、

記
紀
の

伊
弉
諾
尊
の

黄
泉

帰
り
と

人
の

生

死
起
源
神
話
に

求
め
ら
れ

、

白
山
神
も
諾
冉
や
菊
理
媛
に

な
っ

た
。

　
五
つ

に
、

現
存
す
る

『

泰
澄
和
尚
伝
』

成
文
化
は

天
台
末
と

な
っ

た
越

前
馬
場
本
宮
の

平

泉
寺
が

大
き
く
関
与
し
て

お
り、

弘

安
五

年
（
一

二

八

二
）

に

は

成
立
し

て

い

た
こ

と

を

知
る

（
「

鎌
倉
遺

文
』

　一

四
七
六

二

号

文

書
）

。

白

山
が

如
法
経
修
行
の

霊
山
で

、

平
泉
寺
が
天

台
末
で

あ
っ

た

立

場
か
ら

、

『

泰
澄
和
尚
伝
』

を

解
釈
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い

。

祈
疇
寺
院
に

お

け
る

聖
地
空
間
と

信
者
の

ニ

ー

ズ

阿

　
部
　
友

　
紀

　
本
発
表
で

は
、

善
宝
寺

境
内
を

A
寺
院
中

央
部
、

B
貝
喰
池

、

C
龍
澤

不
動
尊、

D
持
国
岩
の

四
区
域
に

分
け
て

概

観
し

、

聖
地
空
間
の

再
編
成

が

い

か

に

な
さ
れ
て

い

っ

た
か
を

指
摘
し
た

。

A
の

寺

院
中
央
部
に、

善

宝
寺
の

修
行
寺
・

回
向
寺
・

祈

禧
寺
の

機
能
が
集

約
さ
れ

る

よ

う
堂
舎
を

拡
大
し
て

き
た

。

信
者
は

こ

の

中
心
部
に
参
拝
し

祈
禧

等
を

受
け
る

が
、

イ
ニ

シ

ア

チ

ブ
は

信

者
に
で

は

な

く

僧
侶
に

あ
る

。

D
の

持
国
岩
の

場

合、

聖
地

と

し
て

の

機
能
を

実
質
上
失
っ

て

い

っ

た
。

対
し

て

B
の

貝
喰

池
の

場
合、

お
水
取
り
式
の

事
例
で

は
、

信

者
側
に

よ

っ

て

儀
礼
の

実
施

に

関
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た

し
た

。

こ

の

儀
礼
が

貝

喰
池
を

舞
台
に

行

な
わ

れ
る

と

い

う
こ

と

は
、

貝
喰
池
が
龍
神
が
棲
む
池
で

あ
る

と
い

う

伝

承
と

関

係
が

深
い
。

中

央

部
の

龍
王

殿
は

龍

神
を

．

祀
る
”

場
所
で

あ

り、

貝
喰
池
こ

そ
が
龍
神
が

“

棲
む
”

信
仰
の

聖
地
で

あ
る

と
い

う
信

者

が

多
い

。

つ

ま
り
大
本
堂
に

て

僧
侶
に

よ

っ

て

執
行
さ
れ
る

祈

禧
か
ら

得

ら
れ

る

「

ご

利
益
」

と
、

貝
喰
池
に

信
者
自
ら
が
赴
き

、

祈
り
を
捧
げ
る

こ

と
に

よ

っ

て

得
ら
れ
る

「

ご

利
益
」

の

二

種
が
意
識
さ
れ

て

い

る
。

仏

教
儀
礼
の

祈
磚
会
・

読
経
に

よ

る

功
徳
と
、

地
主
神
・

守
護
神
で

あ
る

龍

神
を

信
仰
す
る

こ

と

で

得
ら
れ
る

「

ご

利
益
」

を
両
立

さ
せ
る

こ

と

で

善

宝
寺
信
仰
が
成
立
し
て

い

る
。

前
者
の

祈
疇
・

読
経
は

寺
院
側
陛

僧
侶
中

心
だ
が
、

後
者
の

貝
喰
池
を
中
心
と

し

た

龍
神
信
仰
に

関
し
て

は
、

信
者

に

よ

る

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

に

よ

り
儀
礼
が

実
施
さ
れ
維
持
さ
れ
て

き
た

。

C

の

龍
澤
不
動
尊
の

場
合、

信
者
の

自
発
的
な
イ
ニ

シ

ア

チ

ブ
に

よ
っ

て

聖
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